
 

図書館での教育活動とは何か? 
これからの公共図書館の課題、 

マンハイム市立図書館の実例に即して 

ドイツのマンハイム市は外国人の住民の比率が高い労働者の街です。このような

情況に応じてマンハイム市立図書館は、特に市民教育活動、多言語対応、読書 

支援などに力を入れ、学校と密接に協力して活動しています。また、子どもや若者

向けの多文化プログラムを年間通して実行しています。 

同館館長がその取組みと将来の展望を語り、会場の皆さんと一緒に図書館での 

教育活動について意見交換をします。 

■定員：200名 （申込順、定員になり次第受付終了） 

■参加費：無料 

■主催：ドイツ文化センター／千代田図書館／日比谷図書文化館 

■申込方法： 

日比谷図書文化館へ電話 （03‐3502‐3340）、 

E メール（college@hibiyal.jp）、来館（1 階受付）いずれかにて、   

①講演会名、②お名前（よみがな）、③電話番号をご連絡ください 

■問い合わせ： 

（内容について）千代田図書館 03-5211-4289/4290 

（申込について）日比谷図書文化館 03‐3502‐3340 

■受付開始：5月 20 日（水） 10：00～ 

■日時：2015年 6月 18日（木）18：30～20：30 （18：00開場） 

■講師：ベルント・シュミット-ルーエ氏 （ドイツ・マンハイム市立図書館長） 

■会場：日比谷図書文化館 地下１階日比谷コンベンションホール（大ホール） 
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千代田区立日比谷図書文化館 
千代田区日比谷公園 1‐4（日比谷公園内） 

 

■都営地下鉄 三田線「内幸町駅」 A7出口/徒歩約 3分 

■東京メトロ 丸の内線・日比谷線「霞ヶ関駅」 B2出口/徒歩約 3分  

■東京メトロ 千代田線「霞ヶ関駅」 C4出口/徒歩約 3分  

■JR 「新橋駅」 日比谷口（ＳＬ広場）/徒歩約 10 分 

 

世界の図書館シリーズ第 4回 ＜ドイツ＞ 


